
 

１．地区概要 

 

項目 概要 

計画期間 平成 30 年度～令和４年度 

交付期間 平成 30 年度～令和４年度 

主な事業 

【基幹事業】 

都市再生整備計画（都市拠点周辺地区都市再生整備計画事業、保健医療福祉拠

点周辺地区都市再生整備計画事業（都市再構築）） 

道路（（都）太田川駅北線（地中化事業）、東海太田川駅周辺土地区画整理事

業、（都）養父森岡線、（都）横須賀駅西通線、元藪下 1 号線、市道三ツ池線始

め 10 路線、市道石田線始め 2 路線、市道太田川駅前通り線始め 6 路線、市道向

山南北線始め 10路線、市道冬至池南線始め 2路線、市道順見 4号線、市道東扇

廻間 1 号線、市道八丁ヶ根 1 号線始め 2路線、市道元浜加木屋線、市道南柴田

8 号線始め 2 路線、市道元浜線、市道新池線、西知多道路大田インターチェン

ジ 1 号線始め 3路線（大田ＩＣ関連工区）、市道西御門 3号線始め 4 路線） 

都市・地域交通戦略推進事業（都市・地域交通戦略推進事業（公共通路整備）、

都市・地域交通戦略推進事業（鉄道施設整備）） 

【効果促進事業】 

社会資本整備総合交付金事業効果分析 

交付額 21,257 百万円 

 

２．まちづくりの目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．目標を定量化する指標（数値目標）と達成状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．実施過程の評価 

≪持続的なまちづくり体制の構築≫ 

都市再生推進法人である㈱まちづくり東海と連携し、にぎわいづくりのための太田川駅周辺でのイベ

ントを実施する等、官民連携による持続的なまちづくり体制を構築している。 

社会資本総合整備計画 
(安心・安全で賑わいのある快適都市の充実) 

フォローアップ 概要 

 

●市の玄関である太田川駅周辺の土地区画整理事業などの整備を行い、持続的な賑わいを

創出する都市拠点の充実を図るとともに、住民の安全・安心で快適な住環境を整備する 

●新駅の設置に伴う駅前広場や周辺の道路等の基盤整備を行い、住民が心地よく暮らすこと

ができる新たな市街地を形成する 

まちづくりの目標 

 指標１：生活環境の向上による満足度（％） 
生活環境の向上による満足度を集計する。 

≪効果発現要因（総合所見）≫ 
アクセス性の向上や電線類地中化などを目的とした道路整備が完了した箇所があるものの、現在も

整備が完了していない事業が多くある。この結果から満足度は従前値から増加しているが、目標値に
は届いていないと考える。また、今後、土地区画整理事業や道路整備が完了することにより、住環境が
整備され、満足度の向上が期待できる。 

 指標２：鉄道主要駅における乗降客数（人／日） 
鉄道駅におけるの乗降客数を集計する。 

≪効果発現要因（総合所見）≫ 
駅周辺の利便性が向上したことが鉄道駅の乗降客数増加へ寄与したと考えられる。また、新型コロ

ナウイルス感染症の５類感染症移行により行動制限の影響がほとんど無くなったことや、令和６年３
月に加木屋中ノ池駅が開業したことにより、鉄道利用者が増加したと考えられる。（令和６年３月開業
の加木屋中ノ池駅の乗降客数を除いた場合の令和６年度の乗降客数は 51,853 人） 

 

その他指標１：日常生活の移動がしやすいと思う
人の割合（％） 

アンケートで日常生活で移動がしやすいと感じている人

の割合を集計する。 

≪効果発現要因（総合所見）≫ 
東海太田川駅周辺土地区画整理事業や道路整備事業の完了により公共交通機関や自動車での移動の

利便性が向上するとともに、自転車・徒歩での移動のしやすさも向上したと考えられる。その結果、日
常生活の移動がしやすいと思う人の割合が、評価値からわずかに下回っているものの、従前値からは
増加した。 

 

≪効果発現要因（総合所見）≫ 
事後評価時点では完了していなかった（都）養父森岡線が令和７年３月に開通したことなどの道路

事業の進捗により、市内の道路ネットワークが強化されたものの、市全域での抜本的な渋滞解消には
至らないため、目標値には届いていないと考えられる。今後、さらなる道路整備が完了することによ
り、車での移動環境が改善され、満足度の向上が期待される。 

指標３：車での移動に満足している人の割合（％） 
まちづくりアンケートによる、市内を車で移動する時に

スムーズにできていると思う人の割合を集計する。 

従前値(H27) 54.8％ 

目標値(R4) 60.0％ 

評価値(R4) 60.1％ 

フォローアップ(R7) 56.6％（△） 

資料③ 

従前値(H27) 49,518人 

目標値(R4) 49,518人 

評価値(R4) 46,569人 

フォローアップ(R7) 52,780人（○） 

従前値(H27) 72.1％ 

目標値(R4) 75.0％ 

評価値(R4) 73.5％ 

フォローアップ(R7) 70.1％（×） 

従前値(H29) 57.3％ 

目標値(R4) - 

評価値(R4) 63.1％ 

フォローアップ(R7) 
62.7％（-） 

※従前値より増加 
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５．今後のまちづくり方策の検証（改善策を含む） 

 

（１） 今後のまちづくり方策の進捗状況 

《成果を持続させるために行う方策》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《改善策》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策 

 

 

  

項目 実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題 

都市計画道路、都市公園等の未整備箇

所の整備を進め、都市基盤の充実を図

る。 

・東海太田川駅周辺土地区画整理事業 

・道路整備事業（（都）横須賀駅西通線、市道太田川駅前

通り線、市道元浜線） 

東海太田川駅周辺土地区画整理事業により道路、公園等の一

体的な整備を実施し、面的な都市基盤の充実を図った。 

今後も継続して都市基盤の充実を図るため、市道太田川駅前

通り線、市道元浜線、御洲浜公園等の整備を実施していく必

要がある。 

太田川駅・尾張横須賀駅・大田川一帯の

景観形成により、歩行空間確保による

ネットワークの強化を図るとともに、

賑わい創出の効果を促進させる。 

・東海太田川駅周辺土地区画整理事業 

・道路整備事業（（都）横須賀駅西通線） 

・社会資本整備総合交付金事業効果分析 

東海太田川駅周辺土地区画整理事業により太田川駅・大田川

一帯の景観形成及び歩行空間を確保し、ネットワークの強化

を図った。 

引き続き駅周辺の整備を進めネットワークの強化を図り、賑

わい創出の効果を促進させる必要がある。 

様々な世代の住民が利用可能な生活サ

ービス施設の充実を図ることで誰もが

住みやすい市街地の形成を図る。 

・東海太田川駅西土地区画整理事業 

・優良建築物等整備事業 

東海太田川駅西土地区画整理事業により都市基盤整備を進

め、生活サービス施設の誘導を図った。また、太田川駅東地

区では優良建築物等整備事業により医療施設の建設が進ん

でいる。 

今後も生活サービス施設の充実が望まれるため、継続して誰

もが住みやすい市街地の形成を図っていく必要がある。 

 

項目 実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題 

太田川駅周辺の未整備箇所を整備する

ことで拠点性の向上を図るとともに、

尾張横須賀駅の拠点性も高め、相乗効

果を期待する。 

・優良建築物等整備事業 

・東海太田川駅西土地区画整理事業 

・道路整備事業（（都）横須賀駅西通線） 

・地域生活基盤施設：横須賀文化の香るまちづくり広場整

備事業 

・高次都市施設：東海市創造の杜交流館 

太田川駅周辺では優良建築物等整備事業や土地区画整理事

業、尾張横須賀駅周辺では、道路整備事業（都）横須賀駅西

通線、東海市創造の杜交流館の整備により、拠点性が高まっ

てきている。 

各駅周辺の事業を引き続き進め、複数事業の相乗効果による

拠点性を高める必要がある。 

大田川沿いのエコプロムナードの整備

に加え、ポケットパークの整備等を行

い、各駅の地区拠点を中心に歩行者の

利便性・まちの回遊性の向上を図る。 

・東海太田川駅周辺土地区画整理事業 

・横須賀駅西広場シェルター整備事業 

・地域生活基盤施設事業（ポケットパーク整備事業） 

東海太田川駅周辺土地区画整理事業により歩道、公園、駅前

広場等を整備し、回遊性の向上を図った。また、シェルター

やポケットパークの整備に向けた設計を実施した。 

今後、シェルターやポケットパークの整備等を行い、継続し

て各駅の地区拠点を中心とした歩行者の利便性・まちの回遊

性の向上を図る必要がある。 

計画で定められたスケジュールに対し

て早期整備を心掛ける。 

・優良建築物等整備事業 

・東海太田川駅周辺土地区画整理事業 

東海太田川駅周辺土地区画整理事業は竣工した。太田川駅東

地区では、優良建築物等整備事業による医療施設の建設が進

んでいる。 

継続して計画で定められたスケジュールに対して早期整備

を心掛ける必要がある。 

 

追加項目 具体的な内容 実施時期 実施にあたっての課題・その他特記事項 

市内の道路ネットワークの強化 
・市道下畑９号線始め３路線 

・市道成宝新田４号線始め４路線 
令和８年度～ 

国道１５５号の４車線化整備に合わせて、取付道路の整備 

を実施していく必要がある。 

 
※「都市再生整備計画事業評価の手引き」において、【確定値の計測・評価、及び、今後のまちづくり方策の進捗状況を確認した結果、今後のまちづくり方策に新たに追加すべ

き事項がある場合に記入します。特に、確定値が従前値又は評価値と比較して大きく差異がある場合や改善が見られない場合には、今後の方策を検討して下さい。】と記載。 
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整備概要図 

 

  
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 

＜参考 指標データ補足＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

指標１：生活環境の向上による満足度（％） 
 
本指標の満足度の集計は、下記のアンケート項目の平均値を算出している。 
・歩道の設置は十分である 
・まちの公園・街路樹などに満足している 
・住環境が整備され、快適な生活が確保されている 
 

アンケート項目 回答数 
満足している人 目標値の 

達成状況 回答数 回答割合 

歩道の設置は十分である 1,675 636 38.0% × 

まちの公園・街路樹などに満足している 1,675 1,103 65.9% ○ 

住環境が整備され快適な生活が確保されている 1,675 1,104 65.9% ○ 

平均値 - - 56.6% - 

 
【歩道の設置は十分である】に対する満足度の割合が低くなっているが、道路整備事業は、事業
実施中の箇所が多くあるため、整備完了後の満足度の向上が期待される。 

指標２：鉄道主要駅における乗降客数（人／日） 
 
令和5年度以降の乗降客数は、令和5年度（令和6年3月）に開業した加木屋中ノ池駅の利用者を含む値となっている。 
 

年度 
乗降客数1日平均 
※新駅（加木屋中ノ池駅）を含む 

乗降客数1日平均 
※新駅（加木屋中ノ池駅）を除く 

乗降客数1日平均 
加木屋中ノ池駅の利用者数 

令和2年度 42,679 －  

令和3年度 45,210 －  

令和4年度 48,566 －  

令和5年度 51,230 51,189 41 

令和6年度 52,780 51,853 927 

 
加木屋中ノ池駅の利用者を除いた場合も、乗降客数は上昇傾向にあるため、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行によ
り行動制限の影響がほとんど無くなったことが大きく影響していることが考えられる。 

凡例 

基幹事業 

 

関連事業 

 

効果促進事業 

（都）養父森岡線 

都市・地域交通戦略推進事業（鉄道施設整備） 
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向
上

や
電

線
類

地
中

化
な

ど
を

目
的

と
し

た
道

路
整

備
が

完
了

し
た

箇
所

が
あ

る
も

の
の

、
現

在
も

整
備

が
完

了
し

て
い

な
い

事
業

が
多

く
あ

る
。

こ
の

結
果

か
ら

満
足

度
は

従
前

値
か

ら
増

加
し

て
い

る
が

、
目

標
値

に
は

届
い

て
い

な
い

と
考

え
る

。
ま

た
、

今
後

、
土

地
区

画
整

理
事

業
や

道
路

整
備

が
完

了
す

る
こ

と
に

よ
り

、
住

環
境

が
整

備
さ

れ
、

満
足

度
の

向
上

が
期

待
で

き
る

。

ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟに

よ
る

確
定

値
計

測
時

期
1
年

以
内

の
達

成
見

込
み

事
後

評
価

見
込

み
・
確

定
の

別

○
6
0
.1

指
　

標

指
標

１
生

活
環

境
の

向
上

に
よ

る 満
足

度
％

従
前

値
目

標
値

6
0
.0

東
海

太
田

川
駅

周
辺

土
地

区
画

整
理

事
業

や
道

路
整

備
事

業
の

完
了

に
よ

り
公

共
交

通
機

関
や

自
動

車
で

の
移

動
の

利
便

性
が

向
上

す
る

と
と

も
に

、
自

転
車

・
徒

歩
で

の
移

動
の

し
や

す
さ

も
向

上
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

そ
の

結
果

、
日

常
生

活
の

移
動

が
し

や
す

い
と

思
う

人
の

割
合

が
、

評
価

値
か

ら
わ

ず
か

に
下

回
っ

て
い

る
も

の
の

、
従

前
値

か
ら

は
増

加
し

た
。

ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟに

よ
る

確
定

値
計

測
時

期

7
0
.1

令
和

7
年

1
2
月

□
　

改
善

策
は

そ
の

ま
ま

□
　

改
善

策
に

補
強

が
必

要
□

　
新

た
に

改
善

策
を

た
て

る

事
後

評
価

時
点

で
は

完
了

し
て

い
な

か
っ

た
（
都

）
養

父
森

岡
線

が
令

和
７

年
３

月
に

開
通

し
た

こ
と

な
ど

の
道

路
事

業
の

進
捗

に
よ

り
、

市
内

の
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
が

強
化

さ
れ

た
も

の
の

、
市

全
域

で
の

抜
本

的
な

渋
滞

解
消

に
は

至
ら

な
い

た
め

、
目

標
値

に
は

届
い

て
い

な
い

と
考

え
ら

れ
る

。
今

後
、

さ
ら

な
る

道
路

整
備

が
完

了
す

る
こ

と
に

よ
り

、
車

で
の

移
動

環
境

が
改

善
さ

れ
、

満
足

度
の

向
上

が
期

待
さ

れ
る

。

令
和

7
年

1
2
月

※
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
必

要
の

あ
る

指
標

に
つ

い
て

記
入

ﾌ
ｫ
ﾛ
ｰ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ時

点
で

の
達

成
度

確
定

値
が

評
価

値
と

比
較

し
て

大
き

な
差

異
が

あ
る

場
合

や
改

善
が

見
ら

れ
な

い
場

合
等

7
3
.5

％

事
後

評
価

シ
ー

ト
　

様
式

２
-
1
及

び
添

付
様

式
2
-
①

か
ら

転
記

　
※

全
て

の
指

標
に

つ
い

て
記

入

6
2
.7

指
　

標

指
標

３

そ
の

他
の

数
値

指
標

１

※
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

の
必

要
の

あ
る

指
標

に
つ

い
て

記
入

6
3
.1

日
常

生
活

の
移

動
が

し
や

す
い

と
思

う
人

の
割

合

総
合

所
見

5



２
．

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

方
策

の
検

証

様
式

4
－

③
　

「
今

後
の

ま
ち

づ
く

り
方

策
」
の

進
捗

状
況

・
優

良
建

築
物

等
整

備
事

業
・
東

海
太

田
川

駅
西

土
地

区
画

整
理

事
業

・
道

路
整

備
事

業
（
（
都

）
横

須
賀

駅
西

通
線

）
・
地

域
生

活
基

盤
施

設
：
横

須
賀

文
化

の
香

る
ま

ち
づ

く
り

広
場

整
備

事
業

・
高

次
都

市
施

設
：
東

海
市

創
造

の
杜

交
流

館

東
海

太
田

川
駅

周
辺

土
地

区
画

整
理

事
業

は
竣

工
し

た
。

太
田

川
駅

東
地

区
で

は
、

優
良

建
築

物
等

整
備

事
業

に
よ

る
医

療
施

設
の

建
設

が
進

ん
で

い
る

。

東
海

太
田

川
駅

西
土

地
区

画
整

理
事

業
に

よ
り

都
市

基
盤

整
備

を
進

め
、

生
活

サ
ー

ビ
ス

施
設

の
誘

導
を

図
っ

た
。

ま
た

、
太

田
川

駅
東

地
区

で
は

優
良

建
築

物
等

整
備

事
業

に
よ

り
医

療
施

設
の

建
設

が
進

ん
で

い
る

。

今
後

も
生

活
サ

ー
ビ

ス
施

設
の

充
実

が
望

ま
れ

る
た

め
、

継
続

し
て

誰
も

が
住

み
や

す
い

市
街

地
の

形
成

を
図

っ
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

今
後

、
シ

ェ
ル

タ
ー

や
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

の
整

備
等

を
行

い
、

継
続

し
て

各
駅

の
地

区
拠

点
を

中
心

と
し

た
歩

行
者

の
利

便
性

・
ま

ち
の

回
遊

性
の

向
上

を
図

る
必

要
が

あ
る

。

継
続

し
て

計
画

で
定

め
ら

れ
た

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
対

し
て

早
期

整
備

を
心

掛
け

る
必

要
が

あ
る

。

東
海

太
田

川
駅

周
辺

土
地

区
画

整
理

事
業

に
よ

り
歩

道
、

公
園

、
駅

前
広

場
等

を
整

備
し

、
回

遊
性

の
向

上
を

図
っ

た
。

ま
た

、
シ

ェ
ル

タ
ー

や
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

の
整

備
に

向
け

た
設

計
を

実
施

し
た

。

今
後

も
継

続
し

て
都

市
基

盤
の

充
実

を
図

る
た

め
、

市
道

太
田

川
駅

前
通

り
線

、
市

道
元

浜
線

、
御

洲
浜

公
園

等
の

整
備

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

引
き

続
き

駅
周

辺
の

整
備

を
進

め
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

強
化

を
図

り
、

賑
わ

い
創

出
の

効
果

を
促

進
さ

せ
る

必
要

が
あ

る
。

・
東

海
太

田
川

駅
西

土
地

区
画

整
理

事
業

・
優

良
建

築
物

等
整

備
事

業

・
東

海
太

田
川

駅
周

辺
土

地
区

画
整

理
事

業
・
道

路
整

備
事

業
（
（
都

）
横

須
賀

駅
西

通
線

）
・
社

会
資

本
整

備
総

合
交

付
金

事
業

効
果

分
析

・
東

海
太

田
川

駅
周

辺
土

地
区

画
整

理
事

業
・
横

須
賀

駅
西

広
場

シ
ェ

ル
タ

ー
整

備
事

業
・
地

域
生

活
基

盤
施

設
事

業
（
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

整
備

事
業

）

東
海

太
田

川
駅

周
辺

土
地

区
画

整
理

事
業

に
よ

り
太

田
川

駅
・
大

田
川

一
帯

の
景

観
形

成
及

び
歩

行
空

間
を

確
保

し
、

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
を

図
っ

た
。

太
田

川
駅

周
辺

で
は

優
良

建
築

物
等

整
備

事
業

や
土

地
区

画
整

理
事

業
、

尾
張

横
須

賀
駅

周
辺

で
は

、
道

路
整

備
事

業
（
都

）
横

須
賀

駅
西

通
線

、
東

海
市

創
造

の
杜

交
流

館
の

整
備

に
よ

り
、

拠
点

性
が

高
ま

っ
て

き
て

い
る

。

東
海

太
田

川
駅

周
辺

土
地

区
画

整
理

事
業

に
よ

り
道

路
、

公
園

等
の

一
体

的
な

整
備

を
実

施
し

、
面

的
な

都
市

基
盤

の
充

実
を

図
っ

た
。

・
東

海
太

田
川

駅
周

辺
土

地
区

画
整

理
事

業
・
道

路
整

備
事

業
（
（
都

）
横

須
賀

駅
西

通
線

、
市

道
太

田
川

駅
前

通
り

線
、

市
道

元
浜

線
）

各
駅

周
辺

の
事

業
を

引
き

続
き

進
め

、
複

数
事

業
の

相
乗

効
果

に
よ

る
拠

点
性

を
高

め
る

必
要

が
あ

る
。

太
田

川
駅

周
辺

の
未

整
備

箇
所

を
整

備
す

る
こ

と
で

拠
点

性
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

尾
張

横
須

賀
駅

の
拠

点
性

も
高

め
、

相
乗

効
果

を
期

待
す

る
。

事
後

評
価

シ
ー

ト
　

添
付

様
式

5
－

③
か

ら
転

記

改
善

策

・
ま

ち
づ

く
り

の
目

標
を

達
成

す
る

た
め

の
改

善
策

・
残

さ
れ

た
課

題
・
新

た
な

課
題

へ
の

対
応

策
・
そ

の
他

　
必

要
な

改
善

策

大
田

川
沿

い
の

エ
コ

プ
ロ

ム
ナ

ー
ド

の
整

備
に

加
え

、
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

の
整

備
等

を
行

い
、

各
駅

の
地

区
拠

点
を

中
心

に
歩

行
者

の
利

便
性

・
ま

ち
の

回
遊

性
の

向
上

を
図

る
。

計
画

で
定

め
ら

れ
た

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

に
対

し
て

早
期

整
備

を
心

掛
け

る
。

・
優

良
建

築
物

等
整

備
事

業
・
東

海
太

田
川

駅
周

辺
土

地
区

画
整

理
事

業

様
々

な
世

代
の

住
民

が
利

用
可

能
な

生
活

サ
ー

ビ
ス

施
設

の
充

実
を

図
る

こ
と

で
誰

も
が

住
み

や
す

い
市

街
地

の
形

成
を

図
る

。

・
成

果
を

持
続

さ
せ

る
た

め
に

行
う

方
策

太
田

川
駅

・
尾

張
横

須
賀

駅
・
大

田
川

一
帯

の
景

観
形

成
に

よ
り

、
歩

行
空

間
確

保
に

よ
る

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
賑

わ
い

創
出

の
効

果
を

促
進

さ
せ

る
。

都
市

計
画

道
路

、
都

市
公

園
等

の
未

整
備

箇
所

の
整

備
を

進
め

、
都

市
基

盤
の

充
実

を
図

る
。

実
施

し
た

具
体

的
な

内
容

実
施

し
た

結
果

事
後

評
価

シ
ー

ト
　

添
付

様
式

5
－

③
に

記
載

し
た

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

方
策

（
事

項
）

今
後

の
課

題
　

そ
の

他
特

記
事

項

6



様
式

4
－

④
　

フ
ォ

ロ
ー

ア
ッ

プ
に

よ
り

新
た

に
追

加
が

考
え

ら
れ

る
今

後
の

ま
ち

づ
く

り
方

策

・
市

道
下

畑
９

号
線

始
め

３
路

線
・
市

道
成

宝
新

田
４

号
線

始
め

４
路

線
市

内
の

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
令

和
８

年
度

～

実
施

に
あ

た
っ

て
の

課
題

　
そ

の
他

特
記

事
項

具
体

的
内

容
実

施
時

期

国
道

１
５

５
号

の
４

車
線

化
整

備
に

合
わ

せ
て

、
取

付
道

路
の

整
備

を
実

施
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。

追
加

が
考

え
ら

れ
る

今
後

の
ま

ち
づ

く
り

方
策

7
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